
Unified CVP のインストール後

Unified CVPのインストール後、すべてのCVPコンポーネントが正常にインストールされたこと
を確認するためにインストール後のタスクを実行します。さらに、ポートブロッキングをディ

セーブルにし、セキュリティの問題に対処し、CVPコンポーネントにライセンスを適用します。

インストール後のタスクには、CVPコンポーネントの設定は除外されます。 CVPコンポーネ
ントの設定については、『Configuration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal（Cisco
Unified Customer Voice Portal設定ガイド）』を参照してください。

（注）

この章では、次のインストール後のタスクについて説明します。

• ポートブロックのディセーブル化, 1 ページ

• セキュリティ, 2 ページ

• Unified CVP REST APIのメタデータの同期の開始, 2 ページ

ポートブロックのディセーブル化
ポートの妨害するように設定されたアンチウイルスソフトウェアがあるコンピュータ上にUnified
CVP Serverコンポーネントをインストールした場合は、Unified CVPプロセスと Tomcat実行ファ
イルを除外します。

McAfee VirusScan専用のポートをディセーブルにするには、次の手順を使用します。McAfee
VirusScan以外のアンチウイルスソフトウェアを使用している場合は、そのアンティウィルス
ソフトウェアのポートブロッキングルールで同等の除外を実行します。

（注）

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 10.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
1



手順

ステップ 1 VirusScanコンソールで、[Access Protection]をダブルクリックし、[Port Blocking]タブをクリック
します。

ステップ 2 [Prevent IRC communication]チェックボックスがオンになっている場合は、次の手順を実行しま
す。

a) [Prevent IRC communication]のプロパティを編集するには、[Edit]をクリックします。
b) [Add or edit a port blocking range]ダイアログボックスで、VoiceBrowser.exeと Tomcat実行ファ
イルを [Excluded Process]テキストボックスに追加し、[OK]をクリックします。

CVPServerの音声ブラウザとTomcat実行ファイルの文字列のスペースを削除し、正し
く動作するようにします。

重要

セキュリティ
選択した Unified CVP展開によっては、特定のセキュリティ上の考慮事項に対処する必要があり
ます。セキュリティについては、『ConfigurationGuide for CiscoUnifiedCustomer Voice Portal（Cisco
Unified Customer Voice Portal設定ガイド）』を参照してください。

Windows 2008 R2に対するセキュリティ強化の追加は推奨されません。（注）

Unified CVP REST API のメタデータの同期の開始
CVP REST APIアーキテクチャでは、メディアサーバのメディアファイルおよびVXML Serverの
VXMLアプリケーションの情報は、DerbyデータベースのメタデータとしてWSMServerに保存さ
れます。これらのメタデータ情報は、REST APIコールによって作成、更新、削除されます。メ
タデータがVXMLServerおよびメディアサーバのファイルと同期していない可能性がある場合が
あります。 CVP Serverの追加および削除、REST API以外のツールによるアプリケーションおよ
びメディアファイルの展開、VXML Server、REST APIがサポートされていなかった 10.0よりも
前のバージョンからアップグレードした VXML Serverの例を示します。

VXML Serverとメディアサーバのファイルとメタデータの同期を有効にするには、新しいコマン
ドラインツール「metasynch.cmd」（C:\Cisco\CVP\wsm\CLIで入手可能）を使用できます。
内部的にツールは Synch Up APIを使用して同期を実行します。これには 3つの引数、つまり、
WSMユーザ名、WSMユーザパスワード、およびサーバタイプ（MEDIA、VXML、またはVXML_
STANDALONE）が使用されます。サーバタイプの情報に基づいて、それぞれのサーバタイプの
すべてのサーバが同期されます。サーバタイプ引数を入力しないと、メタデータは OAMPで設
定されているすべてのメディアサーバおよび VXML Serverと同期されます。
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アップグレードの場合、メディアファイルおよび VXMLアプリケーションはメディアサーバと
VXMLServerにありますが、対応するメタデータ情報は、WSMServerにはありません。メタデー
タ情報がないと、ユーザは REST APIを使用できず、メディアサーバと VXML Serverの既存のメ
ディアファイルと VXMLアプリケーションへのアクセス、更新、および削除ができなくなりま
す。

Sync-up ツールを使用したメタデータファイルの同期
metasynch.cmd を呼び出すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\wsm\CLIの場所に移動します。

ステップ 2 次の引数を指定して metasynch.cmdファイルを実行します。

• wsmのユーザ名

• wsmのパスワード

例：
metasynch.cmd wsmusername wsmpassword MEDIA

Usage : metasynch [オプション] username password [サーバタイプ]
servertype : MEDIA/VXML/VXML_STANDALONE

options : -help -? print this help message

サーバタイプの引数は、MEDIA、VXML、またはVXML_STANDALONEタイプである
必要があります。サーバタイプ引数を指定しないと、メタデータは、VXML Server上
のすべてのVXMLアプリケーションと、メディアサーバ上のすべてのメディアファイ
ルと同期されます。 synchコマンドツールのログは次の場所にあります。

（注）

C:\Cisco\CVP\wsm\CLI\log\SyncTool.log
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